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在仏日本商工会議所について



・ 設立年月日： 1963年7月26日

・ 法形態： フランス1901年法による「協会」

・ 連絡先： 住所： 27 avenue Pierre 1er de Serbie 75116  Paris
電話： 01 45 63 43 33
e-mail： secretariat@ccijf.asso.fr
url： http://www.ccijf.asso.fr/ja/

・ 活動目的： 「会員利益」 会員共通の利益に関する諸案件の解決又は推進
「日仏交流」 フランスと日本との経済・通商の発展及び親善の推進に寄与
「会員親睦」 会員相互の交流・親善

・ 2017年度・役員： 名誉会頭 木寺昌人 （駐フランス日本国特命全権大使）
名誉副会頭 堀内俊彦 （在仏日本国大使館 公使）
会頭 小林史人 （三菱UFJ銀行）
副会頭 元砂洋樹 （仏国三菱商事会社）

西村英記 （ダイキン フランス）
小松俊一 （ヨーロッパ味の素 ）
眞弓彰久 （日本航空）

会計理事 星川勝彦 （伊藤忠フランス会社）
会計検査役 横堀裕二 （日本銀行）

五辺和茂 （国際協力銀行）
事務局長 山田裕隆

・ 会員構成： 正会員（フランス進出日本企業および日本政府関係機関）： 216社
（2018年10月末） 賛助会員（地元フランス企業およびフランス政府系機関）： 28社

推薦会員（正会員企業OB理事経験者又はCCIJF活動に貢献し得る者）： 1名

・ 理事会： 分科会ごとに、正会員から選ばれた理事32名および会計検査役2名により構成。
理事会の下に、委員会・担当理事・事務局が置かれ、活動に従事。

在仏日本商工会議所 概要
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在仏日本商工会議所 分科会・理事会・委員会・担当理事

＜分科会＞

会員の共通する問題を吸い上げるために業種別に設置。正会員は自社の該当する分科会に所属する。

分科会は、分科会ごとに予め定められた数の理事を選出する。

・ 第1分科会： 商社・貿易・経済協力 （会員数：15） ・ 第6分科会： 通信・情報・エネルギー （会員数：9）

・ 第2分科会： 百貨店・流通 （会員数：19） ・ 第7分科会： 観光・運輸・レジャー （会員数：18）

・ 第3分科会： 電気・電子・他 （会員数：25） ・ 第8分科会： 銀行・証券・保険 （会員数：13）

・ 第4分科会： 機械・自動車 （会員数：41） ・ 第9分科会： サービス・他 （会員数：40）

・ 第5分科会： 食品・化学・薬品・化粧品 （会員数：36） 以上、正会員企業216社（2018年10月末時点）

＜理事会＞

・ 正会員から選ばれた理事32名および会計検査役2名により構成され、月1回の頻度で開催されている。

・ 名誉会頭・名誉副会頭・名誉理事・会計検査役は理事会に出席するが、投票権を持たない。

＜委員会＞

特定事項を担当する目的で委員会が設置されている。委員会は、概ね月1回の頻度で開催されている。

・ 広報委員会： HPやﾆｭｰｽﾚﾀｰの発行により、CCIJF活動を広く内外に知らしめる。

・ 将来ﾋﾞｼﾞｮﾝを考える委員会： CCIJFの一貫性と継続性を確保する為、会費や会則の見直しを行う他、CCIJF運営の持続性を確保するため、

会員の維持・拡大や新世代の育成を行う。

・ 日仏交流支援委員会： ﾊﾟﾘ=ｲﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ商工会（含むCEFJ）、フランス国内地方商工会、地方政府等との交流を通し、日仏交流を推進。

・ 知的交流員会： CCIJF会員のビジネスマンとしての価値向上に資する目的で講演会を企画・実行し、CCIJF活動の求心力を高める。

・ ﾋﾞｼﾞﾈｽ環境整備委員会： 在仏日系企業がフランスにおいてビジネスを展開する上での課題や問題（労働・雇用環境、EPA/FTA締結促進、
輸出入規制、金融・税制および社会保障、治安・安全、生活設営）を抽出し、その解決に向けた活動を行う。

・ 会員親睦委員会： CCIJF会員ならびにその家族の親睦を目的としたイベントを企画・実行し、CCIJF活動の求心力を高める。

＜担当理事＞

特定団体との連絡業務のために担当理事が任命されている。
・ 日本人学校担当理事
・ 日本人会担当理事
・ アメリカンホスピタル担当理事
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在仏日本商工会議所 活動目標

テーマ： Equipe・チ－ム

“日系企業の「声」を束ね、「力」を結集して、個社が単独で解決することが困難な課題や問題の解決・改善に取り組む”

日系企業が抱える問題意識の
フランス関係先との共有

日系企業一丸となった
社会貢献活動への取り組み

日系企業の相互連携と
日仏交流の促進

フランスでビジネス展開すると同時に、良き
企業市民として、地域社会あるいはフランス
社会に貢献する姿勢もますます重要となっ
てきています。しかし、一個人や一企業とし
てできることに限界があるのもまた事実です。
そこでCCIJFは、会員企業の善意をまとめる

形で、社会貢献活動に取り組んでいます。
2015年から「パリアメリカンホスピタル向け

寄付金募集事業」を行い、会員の多大なご
協力を頂きました。2016年に発生した熊本

地震では、「熊本復興支援義捐金募集」も行
いました。こうした活動を通して、日系企業
の「社会貢献への姿勢」がフランス内で広く
認知されるようにしたいと思っています。

これら目標の実現のためには、束ねる日系ビジネスの「声」なり、結集 する日系ビジネスの「力」を、より大きく、より強くする必要があります。
つきましては、CCIJFの会員基盤をすこしでも大きく広げていくために、 CCIJFの活動に関心をお持ちの企業には、

是非ともCCIJF活動にご参加いただけますようにお願い申し上げます。

フランスでビジネスを展開する日系企業の
相互連携のために、外部講師を招聘しての
講演会やセミナー、会員相互の親睦を目的
とした各種イベントを企画・運営しています。
その中で2016年以降、特にパリ周縁地域

だけでなく、フランスの地方都市で活躍され
ている日系企業にも参加いただけるような
機会を作っております。また、パリ=イル・ド・

フランス商工会などのフランスの民間団体
や企業との交流、日本人会・日本人学校・
パリ日本文化会館などの在仏日系組織や
団体との連動も促進しています。こうした相
互交流が相互連携に繋がり、知恵や経験
を共有する「場」となることを願っています。

（知的交流員会・日仏交流員会・会員親睦委員会・
日本人会担当理事・日本人学校担当理事）

（アメリカンホスピタル担当理事・
アメホス寄付推進担当理事・広報委員会）

（ビジネス環境整備委員会）

（将来ビジョンを考える委員会）
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フランスで活動する日系企業が抱える課題
や問題を、フランス政府やその関係機関と
共有し、問題解決を目指しています。2016
年4月に、労働・雇用環境、経済連携協定
（EPA）／自由貿易協定（FTA）の締結促進、

輸出入規制、金融・税制および社会保障、
治安・安全、生活設営という6分野について、

会員企業の声を束ねたポジション・ペー
パーを作成し、Business Franceや仏国外務

省に提出し まし た 。また本年年初には
BREXITや日欧EPAなどの環境変化の可能

性に対する会員の希望や期待の声を反映
させた第二版を発行しております。2018年

は特にこのペ－パ－内容を関係機関へ確
りと伝達するというアクションに繋げており
ます。
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将来ﾋﾞｼﾞｮﾝを考える委員会
CCIJFの一貫性と継続性を確保する為、会費や会則の見直しを行う他、CCIJF運営の
持続性を確保するため、会員の維持・拡大や新世代の育成を行う。

各委員会からの予算案を基に、CCIJF活動に係る年間予算案を策定し、予実管理
を行う。会費・セミナー参加費の徴収や必要経費の支払を担当する。

予算・会計業務

会計理事

委員会支援業務 Webｼｽﾃﾑ管理・各種ｲﾍﾞﾝﾄ出欠確認・等々、各委員会の活動を支援する。

渉外窓口業務
外部団体とのインターフェースの一義的窓口。対外インターフェースの継続性の観
点から、各委員会の対外組織との連絡窓口の機能を担う。

≪委員会≫

≪事務局≫

＜会頭・副会頭・会計理事＞
事務局長や委員会委員長の参加を得て、CCIJF運営に係る事項を協議する
他、CCIJF予算と実績の管理を行う。委員会の討議事項について付加的な

議論を行い、必要に応じて理事会に諮る。各委員会の相互連携や事務局
との連動など、横串機能を発揮する。新規事項・事案を協議し、担当委員
会を決定、又は必要に応じて新たな委員会の設置等の対策を講じる。
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務
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知的交流委員会
CCIJF会員のビジネスマンとしての価値向上に資する目的で講演会を企画・実行し、
CCIJF活動の求心力を高める。

CCIJFの委員会活動報告や総会・理事会・会頭・副会頭。事務局からの連絡事項や
依頼事項をそれぞれの分科会（第1～9）のメンバー企業に伝達するとともに、各分
科会からの要望や意見を吸い上げる。

ﾊﾟﾘ=ｲﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ商工会（含むCEFJ）、フランス国内地方商工会、地方政府などとの
交流を通し、日仏交流を推進する。

日仏交流支援`委員会

（CEFJ）

在仏日系企業がフランスにおいてビジネスを展開する上での課題や問題（滞在許
可・税制・投資制度・安全管理・等）を抽出し、その解決に向けた活動を行う。

ﾋﾞｼﾞﾈｽ環境整備委員会

（Business France）
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≪分科会≫

分科会幹事
分科会幹事分科会幹事

分科会幹事
分科会幹事

副会頭

副会頭

副会頭

会員親睦委員会
CCIJF会員ならびにその家族の親睦を目的としたイベントを企画・実行し、CCIJF活動
の求心力を高める。

理

事

会
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≪担当理事≫

広報委員会 HPやﾆｭｰｽﾚﾀｰの発行により、CCIJF活動を広く内外に知らしめる。

ｱﾒﾘｶﾝﾎｽﾋﾟﾀﾙ（AHP）の理事を兼務し、CCIJFとAHPとの連絡・協力を推進する。ｱﾒﾘｶﾝﾎｽﾋﾟﾀﾙ担当理事

日本人学校担当理事 日本人学校の理事を兼務し、CCIJFと日本人学校との連携・協力を推進する。

日本人会担当理事 日本人会の理事を兼務し、CCIJFと日本人会との連携・協力を推進する。

名
誉
副
会
頭

名

誉

会

頭

商
務
担
当
参
事
官

財
務
担
当
参
事
官

商
務
＆
財
務
担
当
公
使

大

使

在仏日本大使館
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在仏日本商工会議所 会員数推移

日系企業数（社）
在留邦人数（人）

33

93

132

293285
259

211
186

155

269
244

215
202 205 203

211
203211215

111 107

98
84 65

54
45 44 32

34千人

27千人

バブル景気

：正会員数（12月末の会員数）
：賛助会員数（12月末の会員数）

：在留邦人数（出典：外務省領事局調査統計）
：対仏進出日系企業数（出典：Business France）

35千人

40千人

490社

338社

401社

1963年、
在仏日本商業会議所設立

在仏日本商工会議所に

AHP日本人セクション設置

AHPに3.5億円の寄付

CCIJF設立50周年

AFIIとの共同セミナー実施

パリ日本文化会館開館
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217

28



在仏日本商工会議所の歩み （1）

在仏日本商業会議所として、パリ市内8区フォーブール・サントノレ通りに設立
JETROパリ事務所設立

1963年

日本が経済開発協力機構（OECD）に加盟、東京オリンピック開催1964年

日韓基本条約締結1965年

第3次ポンピドゥー内閣成立1966年

ヨーロッパ共同体（EC）設立、ASEAN結成1967年

日本のGDP が世界第2位に1968年

在仏日本商業会議所が、パリ市内8区ランコラン通りに事務所移転
EC首脳会議で英国のEC加盟が承認される

1969年

日本万国博覧会（大阪万博）開催1970年

昭和天皇の欧州各国歴訪、歴代天皇として初のフランス訪問1971年

沖縄返還、札幌オリンピック1972年

在仏日本商業会議所パリ市内8区フリードランド通りに事務所移転
オイルショック、日本文化学院パリ日本人学校開校

1973年

シャルル・ド・ゴール国際空港が開港1974年

第1回先進国首脳会議G5（日米英独仏）がパリで開催1975年

富士スピードウェイで日本初のF1日本グランプリ開催1976年

ポンピドゥセンター開館1977年

成田新東京国際空港開港1978年

第2次オイルショック1979年

日本の自動車生産台数が1,000万台を突破して世界一位に1980年

荻原 徹

松井 明

中山賀博

北原秀雄

井川克一

歴代駐仏大使

江部敬三郎
（東京銀行パリ支店長）

舟木凌
（東京銀行パリ支店長）

山田信彦
（東京銀行パリ支店長）

武貞岩夫
（東京銀行パリ支店長）

歴代在仏日本商工会議所会頭

小暮治（東京銀行パリ支店長）

山田史朗
（東京銀行パリ支店長）

広田弘雄（東京銀行パリ支店長）
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パリ―リヨン間でTGV（高速鉄道）が営業開始1981年

仏大統領として初めてミッテラン大統領が国賓として日本訪問1982年

東京ディズニーランド開園
在仏日本商業会議所に製造業企業も参加して「在仏日本商工会議所」（CCIJF）に名称変更

1983年

JICA欧州事務所（現フランス事務所）開設1984年

G5プラザ合意1985年

大相撲パリ公演、オルセー美術館開館
NASDA（現JAXA）パリ事務所開設

1986年

ブラックマンデーで世界株式相場大暴落1987年

ルーブル美術館のピラミッドが完成1988年

昭和天皇崩御、グランドアルク（新凱旋門）とバスティーユオペラ座が落成
パリ・アメリカン・ホスピタルに日本人セクションが設置される

1989年

東西ドイツの統一1990年

ソビエト連邦崩壊1991年

ユーロディズニーランド（パリ）が開園1992年

EU発足1993年

ユーロトンネル（英仏海峡トンネル）が開通
CCIJFの協力により、経団連企業がパリ・アメリカン・ホスピタルに3.5億円の寄付実施
CCIJFよりパリ・アメリカン・ホスピタルへ理事を派遣するようになる

1994年

阪神淡路大震災1995年

シラク大統領が国賓として日本訪問1996年

CCIJFは、ﾊﾟﾘ=ｲﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ商工会議所の日仏経済委員会（CEFJ）の設立に協力
パリ日本文化会館が開館

1997年

CCIJFよりパリ日本人学校へパソコンを寄贈1998年

井川克一

内田 宏

本野盛幸

木内昭胤

歴代駐仏大使

矢田部
厚彦

松浦
晃一郎

歴代在仏日本商工会議所会頭

渡辺昌俊
（東京銀行パリ支店長）

佐藤洋夫
（東京銀行パリ支店長）

荻原 薫 （東京銀行パリ支店長）

北野 健 （フランス三井物産 社長）

山田史朗
（東京銀行パリ支店長）

佐藤幸彦
（仏国三菱商事会社 社長）

白石義治 （東京銀行パリ支店長）

稲森一彦 （仏国三菱商事 社長）

左舘 晃
（東京銀行パリ支店長）

清水信行（フランス三井物産社長）

猪瀬威雄 （仏国三菱商事 社長）

中川正輝（フランス三井物産社長）

吉田哲史（東京三菱銀行パリ支店長）

大山昇 （仏国三菱商事会社 社長）
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EU単一通貨ユーロが11カ国で導入1999年

仏国民投票により大統領任期を5年に短縮2000年

NY同時多発テロ発生、NICT（情報通信研究機構）パリ事務所を開設2001年

フラン廃止、ユーロ通貨流通開始2002年

ヨーロッパで記録的な猛暑2003年

ドイツで初の女性首相であるメルケル首相が誕生
CCIJFが委員会制度を確立

2004年

日仏新パートナシップ宣言「国際社会の平和と安定および繁栄のために｝2005年

CCIJF、新日仏租税条約及び日仏社会保障協定の成立に協力2006年

CCIJF、駐在員の滞在許可証発給手続の改善と仏語履修義務免除の働き掛け2007年

CCIJF、AFII（現Business France）と共同セミナーを開催
日仏修好150周年

2008年

米国初の黒人大統領として、オバマ大統領誕生2009年

アイスランドの火山の噴火でヨーロッパ各国で空港閉鎖2010年

東日本大震災発生2011年

東京スカイツリー完成2012年

CCIJF、パリ市内16区ピエール・プルミエ・ド・セルビ通りに事務所移転
CCIJF50周年、記念事業としてファビウス外相による特別講演会開催
オランド大統領が国賓として日本を訪問
JETROがAFII・UBI France（現Business France）と協力覚書を締結

2013年

安倍首相が国賓待遇で来仏、日仏間の特別なパートナーシップを確認2014年

シャーリーエブト襲撃事件（1月）、パリ同時多発テロ（11月）、 パリにてCOP21開催2015年

CCIJF、日系企業が抱える問題・課題に関するレポートを作成、フランス政府機関に提出
イギリス、国民投票によりEU離脱を選択2016年

小倉和夫

平林 博

飯村 豊

歴代駐仏大使

齋藤泰雄

鈴木庸一

小松一郎

在仏日本商工会議所の歩み （3）

阿波村稔
（東京銀行パリ支店長）

片川喜代治
（トーメンフランス社長）

北原 隆 （フランス三井物産社長）

歴代在仏日本商工会議所会頭

河原畑敏幸（日本航空パリ支店長）

鶴岡正三
（仏国三菱商事会社 社長）

三宅宏之
（味の素ヨーロッパ社長）

中島格志（伊藤忠フランス 社長）

中江剛介
（仏国三菱商事会社 社長）

瀧川 功
（東京三菱UFJ銀行パリ支店長）

中川正輝（フランス三井物産社長）

後藤豊 （資生堂ヨーロッパ広報代表）

小田義明（フランス住友商事 社長）

石塚 徹
（東京三菱UFJ銀行パリ支店長）

8木寺昌人
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2017年
フランス、マクロン政権誕生。右でも左でもないEMR党が下院の大勢となる。
EU-日本、EPA/FTA合意

歴代駐仏大使 歴代在仏日本商工会議所会頭

木寺昌人
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小林 史人
（三菱UFJ銀行パリ支店長）

中江剛介
（仏国三菱商事会社 社長）

2018年
日仏友好１６０周年記念
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１月： CCIJF理事 駐仏日本大使主催 新年賀詞交歓会 参加

会頭・副会頭 在リヨン日本国領事事務所長主催 新年賀詞交換会 参加

２月： アメリカンホスピタル 在アフリカ大使館付医務官 アメリカンホスピタル訪問 （アメリカンホスピタル担当理事）

会頭 大学都市日本館管理理事会

３月： 実務セミナー KPMGによるコーポレートガバナンス・セミナー （知的交流委員会）

実務セミナー Ernst & Young Franceによる決算実務セミナー （知的交流委員会）

会員企業 在仏日本商工会議所 総会

４月： 地方視察 リヨン市長招聘によるリヨン視察 （駐仏日本大使に同行）

会頭・ﾋﾞｼﾞ環委員長 ビジネスフランス ミュリエル・ペニコー長官との面談 （ビジネス環境整備委員会）

５月： 講演会 日本放送協会（NHK）ヨーロッパ総局長 今村啓一氏 「テロと欧州・中東情勢」 （知的交流委員会）

会頭・ﾋﾞｼﾞ環委員長 仏国外務省 企業・国際経済・観光促進局 アニエス・ロマテ=エスパーニュ局長との面談 （ビジネス環境整備委員会）

６月： ～ パリ同時多発によるイベント開催の自粛を解除、イベント開催は治安・安全を考慮して開催することに ～

会員親睦イベント マルモッタン美術館鑑賞会（会員親睦委員会）

実務セミナー ウィルマーヘイル法律事務所による実務セミナー（知的交流員会）

日仏交流イベント ビジネスフランス主催「ジャパンフォーラム」参加（ビジネス環境整備委員会）

実務セミナー KPMG/FIDALによる「フランスでの会社経営に役立つポイント」 （知的交流員会）

７月： 会員親睦イベント バスで行く ランチ付銘醸ワイン試飲ツアー （会員親睦委員会）
勉強会 在フランス日本国大使館との仏労働法改正法案等に関する 合同勉強会

例会 経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）事務次長 玉木林太郎氏講演会
日仏交流イベント リヨン地方視察 （日仏交流支援委員会）

9月： 実務セミナー 異文化セミナー （知的交流委員会）
会員親睦イベント 「フランス国立図書館 体感する地球儀・天球儀展ツアー」（会員親睦委員会）
講演会 日本サッカー協会(JFA)会長 田嶋幸三氏（知的交流委員会）
セミナー パリ・アメリカンホスピタル・セミナー

10月： 実務セミナー 「危機管理セミナー（テロリスクの備え）」 （知的交流委員会）

11月： 講演会 明治大学特任教授 山内昌之氏 講演会 （知的交流委員会）

交流会 ネクストジェネレーションの会（将来ビジョン委員会）

12月： 実務セミナー 「Brexit – Think Positive Opportunities for Japanese Groups 日系企業の商機を探る」 （知的交流委員会）

会員親睦イベント クリスマス企画「シャンパン vs. スパークリングワイン」セミナー （会員親睦委員会）
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1月： CCIJF理事 駐仏日本大使主催 新年賀詞交歓会 参加
副会頭・事務局長 在リヨン日本国領事事務所長主催 新年賀詞交換会 参加

２月： 実務セミナー Gide Loyrette Nouelによるフランスおよびアフリカ企業への投資セミナー （知的交流委員会）

講演会 海上自衛隊幹部学校長・大塚海夫海将 「極東における安全保障環境と我が国の対応」 （知的交流委員会）

３月： 日仏交流イベント マルセイユ地方視察 （日仏交流支援委員会）
会員親睦イベント 「ロダン美術館鑑賞会」（会員親睦委員会）

会員親睦イベント 春のビューティーセミナー（会員親睦委員会）
実務セミナー Ernst & Young Franceによる決算実務セミナー （知的交流委員会）
会員企業 在仏日本商工会議所 総会
実務セミナー ASSETS ASSURANCES社による医療保険セミナー （知的交流委員会）
実務セミナー FIDAL社によるセミナー （知的交流委員会）

５月： 会員親睦イベント 「ギメ東洋美術館 Kimono, au Bonheur des dames 鑑賞会」
正会員 7人制ラグビー日本代表招待レセプション 参加
理事会メンバー 海洋冒険家 白石康次郎氏『ヴァンデグローブ』参戦報告会 参加
実務セミナー 「フランスでの会社経営に役立つポイント」 （知的交流委員会）（予定）

６月： CCIJF理事 OECD日本政府代表部大使主催 ガーデンパーティー 参加
例会 木寺大使講演会

７月： 会員親睦イベント 「バスで行く ランチ付銘醸ワイン試飲ツアー」

実務セミナー 「北・西アフリカで成功する秘訣 〜日仏協力を軸として〜」 （知的交流委員会）
会員親睦イベント 「MEP(ヨーロッパ写真美術館) MEMOIRE ET LUMIERE展鑑賞会」

9月： 日仏交流イベント シャンパーニュ地方視察
実務セミナー EUデータ保護規制セミナー（知的交流委員会）

10月： 講演会 フランソワーズ・モレシャン氏講演会（知的交流委員会）
講演会 大西卓哉宇宙飛行士講演会（知的交流委員会）
実務セミナー 「改正労働法セミナー」 （知的交流委員会）
会員親睦イベント Kura Master受賞日本酒試飲会

11月： 会員親睦イベント ルーベンス展鑑賞会
会員親睦イベント トヨタ ヴァランシエンヌ工場見学会
日仏交流イベント ストラスブール地区視察

12月： 例会 経済協力開発機構（OECD）日本政府代表部特命全権大使 大江博氏講演会
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1月： CCIJF理事 駐仏日本大使主催 新年賀詞交歓会

会頭・副会頭・事務局長 在リヨン日本国領事事務所長主催 新年賀詞交換会 参加
会員親睦イベント 「マルモッタン美術館鑑賞会」（会員親睦委員会）
ビジネス環境整備委員会 マルムストローム欧州委員会貿易担当委員と昼食意見交換会

2月： 会員親睦イベント 日本酒セミナー
実務セミナー LPA-CGR法律事務所による「税法セミナー」

実務セミナー PwC法律事務所（PwC Société d’Avocats）による「労働法：改正後の実際的内容セミナー」
会員親睦イベント 日本酒セミナー「初級編」、「中級編」

3月： 実務セミナー Ernst & Young Franceによる決算実務セミナー （知的交流委員会）
会員親睦イベント 日本酒セミナー「上級編」
会員企業 在仏日本商工会議所 総会

4月： 実務セミナー ALTANA法律事務所とSUCRECUBE TECHNOLOGIES社による「GDPR施行直前Q&Aセミナー」

5月： 実務セミナー FIDAL社による実務セミナー、日仏法人税務セミナー「フランス法人税務調査の準備と対策」 （知的交流委員会）
実務セミナー KPMG/FIDALによる「フランスでの会社経営に役立つポイント」 （知的交流員会）
会頭 カニー会長との会談「フランスにおけるビジネス環境整備に係わる要望」を手交

6月： 講演会 皮膚科専門医 岩本麻奈氏講演会 （知的交流委員会）
実務セミナー SUCRECUBE TECHNOLOGIES社による「サイバーセキュリティ入門～GDPR対応版」（知的交流委員会）

実務セミナー Gide Loyrette Nouel 弁護士事務所による「フランスにおけるビジネス環境の変容と日本企業によるM&Aトレンド」
（知的交流委員会）

会員親睦イベント 「バスで行く ランチ付銘醸ワイン試飲ツアー」

10月： 視察 リール視察【Amazon物流センター見学】 （日仏交流支援委員会）
実務セミナー/懇親ゴルフ ビジネスセミナーおよび懇親ゴルフ大会開催（開催地: リヨン） （将来ビジョンを考える委員会）
会員親睦イベント KURA MUSTER（日本酒品評会）の受賞日本酒試飲会（会員親睦委員会）
実務セミナー LPA-CGR法律事務所 「北アフリカ投資セミナー」（知的交流委員会）

11月： 講演会 山内昌之氏（三菱商事顧問）｢天皇譲位と即位の政治力学‐徳川の平和」から現代を考える‐」（知的交流委員会）
会員親睦イベント 「ピカソ美術館鑑賞会」（会員親睦委員会）

12月： 例会/講演会 UNESCO日本政府代表部山田大使→「日本とUNESCO」（知的交流委員会）
実務セミナー Bird & Bird Brussels Office 「GDPR適用開始とその後－フランスのデータ保護監督当局による立入調査への備えと電子

プライバシー規則への対応」（知的交流委員会）
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✓ フランス進出を考えているが、すでにフランスで事業展開している日系企業の事例が知りたい・・・
CCIJFには、50年超の歴史があります。フランス進出について疑問があれば、遠慮なくお問い合わせください。とかく話題になる、税務・労働法・滞在許可証などの問
題についても、すでにフランスで事業展開をしている日本企業の事例などを踏まえて回答申し上げます。

✓ フランスでビジネスを始めてみたら、わからないことがでてきた・・・
CCIJFには200社超の会員企業がいます。ビジネス上の問題や生活上の悩みに至るまで、CCIJF会員企業がこれまでに蓄積した知恵や経験を利用して下さい。CCIJFで

は、「無料法律相談」や税務・会計や労働法などに関する「実務セミナー」を定期的に開催しています。また、フランスにおけるビジネス環境について、専門家がまと
めた「実務レポート」や「経済指標」を定期的に発行しています。

✓ 治安や安全、怪我や病気、万が一の時の不安が・・・
テロなどの事件が発生した場合、CCIJF会員企業の緊急連絡網により、在仏日本大使館や政府関係機関の協力を得て、会員企業関係者の安全確保に努めます。ま
た、日本語で医療サービスを受けることのできるパリ・アメリカン・ホスピタルに理事を派遣するなど、同病院との好関係を維持しています。

✓ フランスでのビジネスをもっとやりやすくしたい・・・
日本企業にとって海外でのビジネスは「アウェイの戦い」です。一社単独では解決できない問題も少なくありません。CCIJFでは、会員企業の皆様が抱える問題・課
題・悩みを吸い上げ、日系ビジネスの声として取り纏め、Business France（フランス投資誘致庁）などフランス政府関係機関と問題意識を共有し、その解決を目指して
います。

✓ フランス企業とのネットワークを構築したい・・・
CCIJFは、日系ビジネスとの交流に熱心なフランス企業が集まるパリ=イル・ド・フランス商工会議所と連携して、日系ビジネスのフランス企業への橋渡しをお手伝いし
ています。また、フランスの地域経済圏を代表する企業を訪問したり、地域政府や地域開発公社との交流も行っています。

✓ フランス社会に貢献したい・・・
フランスでビジネス展開する以上、社会貢献も重要です。しかし、一企業ができることには限界があります。CCIJFでは日本企業の「誠意と善意」を束ねて、「日系ビジ
ネスとしての社会貢献」に取り組んでいます。

✓ 日仏関係の発展に寄与したい・・・
CCIJFでは、御社の知恵や経験を他の会員企業と共有する場を提供します。フランスでビジネスを展開する日系ビジネス社会の発展のために、御社の「力」を貸して
下さい。御社の「力」を日仏両国のビジネス関係をより発展・加速させることに役立てて参ります。

✓ フランスに赴任してきたけれど、周囲はフランス人ばかり・・・
CCIJFでは、定期的に会員の皆様のためのイベントを開催しています。日本ではなかなか会うことのできない各界のリーダー・著名人をお招きしてのセミナー・講演会
やフランスの芸術や文化に接する会員親睦イベントを開催しています。そういう場を通じて、会員相互のネットワークが広がっています。

✓ フランスでの企業プレゼンスを高めたい・・・
フランスでそれぞれビジネスを展開しているCCIJF会員企業200社超のネットワーク、在仏日本大使館・JETRO・Business France（フランス投資誘致庁）・パリ=イル・ド・フ
ランス商工会議所との関係、地方圏政府や経済団体との交流など、CCIJFには、日系企業がその企業プレゼンスを効果的・効率的にアピールする機会があります。


